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[ はじめに ]
１９１２（明治４５）年の第５回オリンピック・ストッ
クホルム大会に日本人が初めて出場した。種目は陸上競
技。出場選手は金栗四三（長距離）と三島弥彦（短距離）。 
 ２０２０東京オリンピック・パラリンピックを来年に 
控えた日本ではオリンピック熱が徐々に高まってきてい 
る。初めてオリンピックに出場した金栗四三と、初めて 
日本にオリンピックを招致した田畑政治のふたりにスポ 
ットをあた大河ドラマも放映が開始された。タイトルは 
「いだてん」である。 
 今回、そのうちのひとり金栗四三に焦点を絞り紹介す 
る。日本スポーツ界の「黎明の鐘」となった金栗四三の 
生誕から第５回オリンピック・ストックホルム大会出場 
までの足跡を多少なりとも知ってもらえれば幸いである。 
〔 幼少期 〕 
１８９１（明治２４）年８月２０日、熊本県玉名郡春 
富村（現・和水町）に、８人兄弟の７人目の子供として 
生まれた金栗四三（以下、四三とする）。 
金栗家は春富村に１５、６代続く名家で、四三の父信 
彦の数代前から酒造業を営んでいた。父信彦は体が弱く 
寝込むことも度々で、父祖伝来の酒造業をやめ、長男実 
次が村役場に勤める傍ら、農家として生計を立てざるを 
得なかった。（図１） 
生まれた時からひ弱であった四三だが、１８９７（明 
治３０）年に春富村吉地尋常小学校に入学する。体は弱 
いものの成績は優秀であった。 
兄実次は四三に日頃から「四三、おまえは体が強くな 
い。だが、頭はいい。だから、必ず出世するぞ。勉強を 
怠るな」と言い続け、玄関横に四三専用の２畳ほどの部 
屋を作り、「学校部屋」と名付けた。四三は毎日学校から 
帰るとすぐにその部屋で勉強をしていた。 
４年間の義務教育を終了した四三は、もうひとつ上の 
高等小学校に進学できることになる。だが、当時、授業 
料などお金のかかる高等小学校に子どもを通わせる家庭 
は少なかった。もちろん、農業を営む金栗家も裕福では 
ない。しかし、兄実次は四三の能力に期待をかけ、多少 
の苦労は覚悟のうえで四三を高等小学校に進学させるこ 
とに決めたのである。 
（図１）前列右から二人目が四三、後列右端が兄実次 
１９０１（明治３３）年、１０歳になった四三は、兄 
実次のおかげで玉名北高等小学校に入学する。学校まで 
は金栗家から片道１里半（約５．９km）。おまけに石こ 
ろだらけの山道である。この道を同じ地区から通った仲 
間１６人と毎日走って通ったのである。後に、この通学 
は「韋駄天通学」と呼ばれるようになる。 
 体が弱く入学当初は仲間が走るスピードについていけ 
なかった四三だが、徐々に慣れてきた頃、四三はあるこ 
とに気がつく。 
 走るときの呼吸を「ハーハーと２度吐いて、スースー 
と２度吸い」ながら走ると比較的疲れない。この走り方 
を取り入れた四三は、最後には誰よりも早く走れるよう 
になったのだ。後に「ハーハー・スースー走法」と呼ば 
れ、四三が後にマラソン競技に出場するようになってか 
らも採用した走法である。 
 毎日韋駄天通学で高等小学校へ通う四三は、尋常小学 
校時代からの「学校部屋」での勉強も欠かすことがなか 
った。そのために、高等小学校でも成績は優秀でクラス 
で１、２位を争うほどであった。 
 高等小学校の最上級生になった四三は、毎日の韋駄天 
通学で体力にもある程度自信が持てるようになり、成績 
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も優秀であったから、もうひとつ上の中学校への進学を 
考えるようになる。 
 しかし、病弱で寝床に伏している父信彦の「四三も高 
等小学校を出たら家の手伝いをした方がいい」という言 
葉が頭から離れない。だが、四三に期待をかけていた兄 
実次は、高等小学校の先生から「四三君は優秀です。ぜ 
ひ受験して中学校に進んでほしい。」と言われていたこ 
ともあり、中学校受験を許してくれたのである。 
 友人３人と家に集まり火鉢を囲んで受験勉強を続けた 
四三は１９０５（明治３８）年４月、県立熊本中学玉名 
分校（注１）に無事合格し、寄宿舎生活を開始する。 
 中学校時代の四三の生活は、月曜から土曜の午前中ま 
で授業を受け、自由時間となる土曜の午後から日曜にか 
けて毎週実家に帰るというものだった。中学校から金栗 
家までは片道５里（約１９．６㎞）。その道のりを四三 
は走って帰るのである。実家に到着するなり、四三は農 
作業の手伝いをしながら兄実次に中学校の様子などを報 
告する。そして、日曜の午後になると、中学校へと走っ 
て帰るのである。当時の四三は意識していなかっただろ 
うが、往復１０里のこのランニングが四三の脚力強化に 
繋がっていたであろうことは間違いない。 
 しかしながら、中学校時代の四三は走ることより、勉 
強を重視し、寄宿舎の仲間が遊びに誘ってきても頑とし 
て断り、机に向かう日々を送っている。四三は貧しいな 
がらも、こうやって中学校に通わせてくれている兄実次 
への恩に報いなければならないとの一心で中学生活を送 
ったのである。 
 懸命の努力の結果、１年生の終わりの時期に在学生で 
数名しかなれない特待生に選ばれる。特待生になると学 
費が減免され、少しでも家計の負担を楽にするこができ 
るとあって、その報告を受けた四三の家族は赤飯を炊い 
て祝っている。 
 成績優秀で最上級生になった四三には、「さらに上の 
学校へ進みたい」との夢が膨らんでくる。その一方で「 
金栗家には金がない」という現実が彼を悩ませる。 
 
〔 高等師範学校進学 〕  
 
思いあまった四三は、断られるのを承知で兄実次に進 
学の相談を持ち掛けた。 
 兄実次は「国費でいける学校ならよい」と、進学を勧 
めてくれたのだ。またもや、四三の背中を押してくれた 
のである。 
 国費で行けるのは軍人か教員になれる学校である。 
 １９０４（明治３７）年 2月１０日、日露戦争が勃発 
する。翌１９０５（明治３８）年には、東郷平八郎率い 
る日本連合艦隊がロシアのバルチック艦隊を破るなど最 
強の強さを誇る海軍は四三にとって憧れであり、また中 
学４年生から受験できるとあって、海軍兵学校を第１志 
望校とし、受験することにしたのである。 
 けれども、その頃患っていた結膜炎が試験当日まで完 
治せず、１９０９（明治４２）年９月に実施された第１ 
次試験の身体検査で落とされて不合格となってしまう。 
挫折感からひどく落胆した四三であるが、「金のかから 
ない学校はほかにもある」と気持ちを切り替え、諦めな 
かった。 
 四三は当時、男の中の男が進み、日清・日露戦争に勝 
った日本が大陸開発の国策をすすめるために開校された 
「東亜同文書院（中国・上海）」への進学を目指すこと 
にした。試験は１９１０（明治４３）年３月。まだ、時 
間的に余裕がある。 
 四三は東亜同文書院を受験する前にその予行演習のた 
めに、１９０９（明治４２）年１０月熊本市で実施され 
る「東京高等師範学校（現・筑波大学）」の出張入試を 
受験することにした。 
 成績優秀な四三は無事合格。発表があったのは試験 
から 2か月後の 12月であった。合格はしたものの、四 
三の気持ちはあくまで「東亜同文書院」進学である。 
 合格報告と自分の気持ちを伝えるために、兄実次に会 
った四三は思わぬ言葉を耳にすることになる。 
 
 「高師も同文書院も金はかからん点は同じだ。ただし 
高師はすでに合格した。同文書院の方はまだ合格するか 
どうか分からん。お前は『支那へ行ったら・・』とさか 
んに言うが、高師を断った後で同文書院に落ちたらどう 
するんだ。ここで百姓をするか？理想論だけでは危険だ。 
高師に合格したら、そこへ行くのが自然だ。高師だって 
立派な学校だ。教育者になるための最高学府ではないか。 
中学の先生になって平凡でも暮らせたら、それが将来の 
ためだと思う。」（長谷川 pp35 2018） 
 
東亜同文書院に行くこと以外頭になかった四三だが、 
これまでの兄実次への恩を思い出しながら一晩考え抜い 
た。その結果、四三は東京高等師範学校への進学を決断 
するのである。 
 
〔 東京高等師範学校入学後の四三 〕 
  
四三が入学した東京高等師範学校では、１年生（予科 
生と呼ぶ）は、教養課程で全授業を履修し、２年生（本 
科生と呼ぶ）になって専門の学問に入るようにカリキュ 
ラムが決められていた。その中で、体育に関しては予科 
生は剣道か柔道のみの履修と定められていた。 
 走ることにはやや自信があるものの、運動が不得意な 
四三は、どちらを履修しようかと頭を抱えてしまう。剣 
道は好きじゃないが、柔道はもっと苦手である。仕方な 
く剣道を選択した四三であったが、経験もなければ運動 
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音痴とくる。最初に与えられたのは最も下手とされる６ 
級であった。それでも剣道をやめることはできない。校 
長である嘉納治五郎が「学生は全員なにがしかの運動部 
にはいることと」と厳命していたからだ。 
 四三はいやでも剣道を１年間やらなければならないの 
ならと、１日も休まず放課後に竹刀を振り下ろし続けた。 
その甲斐あって３学期には２級を与えられるまでに腕を 
あげることになる。 
 当時の高等師範学校では毎年恒例の長距離走が春と秋 
に行われることになっていた。これは、校長の嘉納治五 
郎が学生の体力向上と精神力の強化のために創案したも 
のである。 
 春は赤坂区の青山師範学校校庭から道玄坂を通って多 
摩川遊園地までの３里（約１１．８㎞）、秋は大塚の東 
京高等師範学校から板橋を抜け、中山道を北上して浦和 
を通り大宮までの６里（約２３．６㎞）である。 
 入学して初めての長距離走に出場した四三であったが、 
スタート直前に尿意を催しトイレを探すのだが、入学早 
々で場所がわからない。ようやく見つけて用を足してい 
るとスタートの合図を知らせる号砲が鳴り響いた。慌て 
て飛び出した四三だが、生徒は全員出発した後でひとり 
もいない。ゴールは多摩川遊園地と聞いているが、どの 
方向へ走ってよいものやら。スタート地点の後始末をし 
ていた教員に「どちらに走ったらよいのでしょうか」と 
大慌ての口調で聞くと、「あっちだ」と指さした方に向か 
って全力で駆け出した。 
 道玄坂に差しかかったあたりで最後尾の学生４，５人 
に追いつき一安心した四三は、少しスピードを緩めて走 
るが、次々と学生を追い抜いていく。幼少の頃に体得し 
た「ハーハー・スースー走法」が役に立ったのである。 
 やがて、ゴールの多摩川遊園地に到着した際、着順審 
を行っていた先輩から「２５番」と背中を叩かれた。 
 「２５番」・・これが金栗四三人生初の長距離走の順 
位となる。 
 夏休みを終え、郷里から学校に戻ってくると次の行事 
は秋の長距離走である。春に比べて距離は２倍の６里（ 
約２３．６㎞）。春で失敗したトイレにも行かず、スタート
ラインに立った四三は、号砲の後すぐに先頭集団につく。 
春同様、初めてのコースなのでどこをどう走ればよいか 
わからないけれども、「ハーハー・スースー」の呼吸法 
だけは崩さないで走った。 
 １時間半以上走ったところでゴールである氷川神社の 
松並木に到着。着順審判の先輩と四三のゴール直後のや 
りとりである。 
  
先輩；「３位だ。何年生か？」 
 四三；「予科の金栗です。」 
 先輩；「何？予科生か？」 
 
 これも恒例行事だが、長距離走が終わるとゴール地点 
で、教員と走り終えた学生や手伝いをした先輩たちが一 
堂に会して園遊会が開催される。開会にあたってまず、 
校長の嘉納治五郎の講評が行われる。 
 今回の話は以下の通りだ。 
 
 「みんなよく走った。中でも予科生の金栗が３位に入 
ったのは立派である。予科でメダルをもらったのは例が 
ない。もうひとり、８位に橋本という予科生が入ってい 
る。１０位のうちに二人も予科生が入ったというのは私 
の記憶にも少ない。珍しいことだ。下級生諸君も一人で 
も多くの上級生をまかすようがんばってほしい。と同時 
にこの競走の苦しさに耐えた闘志と粘りで勉強にも精を 
出してもらいたい」（長谷川 pp48 2018） 
 
 これを聞いた四三は、これまで雲の上の存在としか見 
ていなかった嘉納治五郎との距離が一気に縮まった瞬間 
だった。 
 
 〔 徒歩部入部 〕 
 
 １９１１（明治４４）年３月、四三は本科へ進む。本 
科生になると１０種目以上ある運動部の中からひとつを 
選んで所属しなければならない。寄宿舎の部屋割は運動 
部ごとに決められることになっているので部に入らない 
かぎり寄宿舎の部屋が決まらず住むところがなくなると 
いうことである。四三はどの部に入るかまた悩む。 
 ２級にまで昇進した剣道部か、最も自身のある足を生 
かすか。 
 最終的に四三は「徒歩部（現在の陸上部）」に入部す 
ることを決断する。（図２） 
理由は以下の通りだ。 
① 高師の徒歩部は貧弱。（自分がなんとかしたい） 
② 過去２回の校内大会出場。（自信がある） 
③ 特別な道具がいらない。（金がかからない） 
④ 自分ひとりで練習ができる。（比較的自由） 
四三は徒歩部に入部したことを後にこう語っている。 
 
 「自分があのとき、徒歩部に入らなかったら（マラソ 
ンの金栗)は生まれなかった。オリンピックの感激を味わ 
うこともなく、マラソン、マラソンで全国各地を駈けず 
り回ることもなく、平凡な教員生活を送っていたにちが 
いない。」（長谷川 pp52 2018） 
 
 〔 オリンピックへの道 〕 
 
 校長である嘉納治五郎は、１９１０（明治４３）年、 
スウェーデンの駐日代理公使を通じて、１９１２（明治 
４５）年に開催される第５回オリンピック・ストックホ 
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ルム大会に日本も参加してくれるよう打診される。快諾 
した嘉納治五郎は、まず日本スポーツ界を統括する母体 
を作らなければならないと、文部省や財団法人日本体育 
会に掛け合うが、良い返事がもらえない。 
 そこで、嘉納治五郎は東京帝大、東京高等師範学校、 
早稲田、慶応、明治、一高に協力を求めた結果、大日本 
体育協会設立に成功。初代会長は大隈重信とした。 
 次に、オリンピック出場のための選考会を開催しなけ 
ればならないが、問題はどの種目を行うべきかであった。
当時の日本は、スポーツについての知識に浅く、まして 
「オリンピックとは何ぞや？」という世情である。かろ 
うじて日本のスポーツ界の主流となりうるのは陸上競技 
であったことから、日本のオリンピック初参加の競技は 
陸上１本に絞ることに決定する。 
 １９１１（明治４４）年１１月１９日。予選会場とな 
った羽田運動場は小雨まじりで東京湾からの海風が肌を 
刺すような寒さである。 
 １０里（約３９㎞）で争われるマラソンは正午にスタ 
ート。１２人の出場選手が号砲を合図に一斉に飛び出し 
た。４、５キロあたりから落伍者がではじめ、完走者は 
５人だけであった。トップでゴールしたのは金栗四三。 
タイムは２時間３２分４５秒。この記録は、当時の世界 
記録２時間５９分４５秒を２７分も上回る驚異的な記録 
であった。 
 予選会終了後、大日本体育協会の幹部たちは出場選手 
を金栗四三（長距離）と三島弥彦（短距離）の２名とす 
ることを決定。オリンピック初参加の日本選手団は以下 
の構成となった。 
団長；嘉納治五郎 
監督；大森兵蔵 
選手；金栗四三、三島弥彦 
 
 〔 初めてのオリンピック 〕 
 
 １９１２（明治４５）年７月６日に開会式を迎える第 
５回オリンピック・ストックホルム大会に出場するため 
現地に到着していた日本選手団にオリンピック開催事務 
局から連絡が入った。開会式４日前のことである。要件 
は入場行進に使用するプラカードの名称をどうするかと 
いうことだ。 
 日本側は初めてのオリンピック参加である。そこまで 
決めて来ているわけではない。選手団全員で決めようと 
いうことになった。そのやりとりは以下のようなもので 
あった。まず一番初めに発言したのは四三だった。 
  
四三；「日本は日本です。漢字で『日本』と書けばよ 
    いでしょう。」 
 それを聞いた監督の大森兵蔵は驚いた。 
 大森；「それでは日本人以外誰も読めないではないか。 
    やはり英語で『JAPAN』とした方がよいので 
はないだろうか。」 
 四三；「それはおかしいですよ。『JAPAN』というの 
は、イギリス人が勝手につけた名称ではないで 
すか。そんな変な名称で自分たちを呼ぶ必要は 
ないでしょう。」 
 大森と四三の意見の対立が長い時間続いたために、団 
長嘉納治五郎が割って入った。 
 嘉納；「双方の意見にはどちらも一理ある。中間をと 
って発音は日本。表記は『NIPPON』とする。」 
（近藤 pp110-113 2018） 
  
７月 6日は風ひとつない快晴。メイン会場となった陸 
上競技場には出場国２７か国の代表３千人が集まった。 
午前１０時半、いよいよ入場行進が始まり、日本はイタ 
リアに次いで１０番目に登場。日本の次がルクセンブル 
クであったから、オリンピック開催事務局は日本の表記 
を『JAPAN』とするつもりでいたことがうかがわれる。 
（図３） 
 
（図 2）練習風景 先頭が四三 
 
 
（図３）入場行進の様子 
 
 〔 運命のマラソン 〕  
 
 １９１２（明治４５）年７月１４日、いよいよ四三が 
出場するマラソン競技が開催される。 
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 レース開始は午後１時半の予定なので、四三は午前８ 
時に起床し、朝食をとるが緊張で喉を通らない。無理し 
て詰め込んだ後、時間に余裕を見ながら大森兵蔵監督と 
ともに宿舎にしていたホテルを出発する。 
 しかしどうしたことか、今日に限って迎えの車が来な 
い。仕方がないのでふたりは電車を利用することにして 
停留所まで行くが、満員の乗客で電車に乗ることもでき 
ない。これもあきらめて、ふたりは競技場まで歩いてい 
くことにした。しかし、体調を崩していた大森監督の歩 
くペースは遅く、それに合わせて歩いていた四三が競技 
場に着くと、すでにマラソン選手の招集が始まっている。
慌てて支度をした四三は他国の選手の後を追うようにス 
タートラインに並んだ。出場選手は６７人。列の後方に 
なんとか潜り込んだ四三のゼッケン番号は８２２。（図４） 
 
（図４）金栗四三のユニフォーム 
 
日本から持参した足袋（通称；金栗足袋）を履いた四 
三は、スタート直後の外国選手のスピードに驚いてしま 
う。日本では最初、スローペースで後半徐々にスピード 
を上げていく戦略が一般的だっただけに動揺を隠せない。 
 後ろから２、３番目で走っていた四三だが、４、５キ 
ロも走ると何人かの選手が脱落し始めた。「ハーハー・ス 
ースー走法」で何とかペースを取り戻した四三だが、容 
赦なく照り付ける真夏の太陽光線と舗装道路からのはね 
返りの熱気で、折り返し地点を過ぎた頃急激に疲労感を 
覚え始め、２６～２７㎞付近でついに民家（ペトレ家） 
の庭先に倒れこんで気を失って倒れこんでしまう。 
 どのくらいの時間がたっただろうか。住民の介抱を受 
けてようやく意識を取り戻した四三は、大会役員に棄権 
を知らせることなく宿舎のホテルに帰っていく。この時 
四三は後に自分が「消えたマラソンランナー」と呼ばれ 
る所以となるなど知る由もなかった。 
 日本人の期待を一身に背負って出場したオリンピック 
で無残にも途中棄権。翌日、四三は宿泊先のホテルで日 
記にこう綴っている。 
 
 「大戦後の朝を迎ふ。終生の遺憾のことで心うづく。 
余の一生の最も重大なる記念すべき日なりしに。しかれ 
ども失敗は成功のもとにして、また他日その恥をすすぐ 
の時あるべく、雨降って地固まる日を待つのみ。人笑は 
ば笑へ。これ日本人の体力の不足を示し、技の未熟を示 
すものなり。この重責を全うすることあたはざりしは、 
死してなお足らざれども、死は易く、生は難く、その恥 
をすすぐために、粉骨砕身してマラソンの技を磨き、も 
って皇国の威をあげむ」（近藤 pp139 2018） 
 
 閉会式を待たずに帰国の途についた四三は、途中、デ 
ンマーク、ドイツ、オーストリア、ロンドン、パリ、シ 
ンガポール、香港に立ち寄り海外についての見識を深め 
て日本に帰国したのである。９月１８日。４か月ぶりの 
故国はすでに秋の気配を漂わせていた。 
 
（図５） 帰国後の金栗四三 
 
 〔 最後に 〕 
 
 第５回オリンピック・ストックホルム大会に出場した 
金栗四三は、帰国後、捲土重来を期して「電信柱練習法」 
や「真夏の耐熱練習」など工夫を重ねったトレーニング 
を行い、次々と記録を更新していく。そのため、次回の 
オリンピック・ベルリン大会では「優勝間違いなし」と 
誰もが認めていたのであるが、第 1次世界大戦勃発によ 
り、大会は中止され、四三の夢は儚く破れてしまう。 
 その次の第７回オリンピック・アントワープ大会に参 
加するものの年齢的にもピークは過ぎており、出場した 
マラソン競技では、後半５位まで順位をあげるが、途中 
足首から大腿部への痛みが原因で、１６位の結果に終わ 
ってしまう。さらに、１９２４（大正１３）年の第８回 
オリンピック・パリ大会にマラソン選手として３度目の 
出場。しかし、３３キロ付近で意識不明となり途中棄権。 
 四三はこの大会を最後に現役を引退。その後は、後進 
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の指導や箱根駅伝の創設、さらに女子体育の発展に寄与 
することとなる。 
第５回オリンピック・ストックホルム大会に日本人と 
して初めて出場し、そこで日本の出遅れを肌で感じた金 
栗四三。 
 彼がいなければ今日の日本スポーツ界の発展はなかっ 
たといっても過言ではないだろう。２０２０東京オリン 
ピック・パラリンピックを迎える我々日本人が「マラソ 
ンの父」金栗四三の在りし日の姿を顧みることは、大き 
な意義をもっているのではなかろうか。 
  
「金栗四三の前に道はなく、金栗四三の後に道がある」 
 
（注１） 明治３６年創立、明治３９年から県立玉名中  
学となる。 
 
（図１）玉名市歴史博物館こころピアより 
（図２）明石和衛・金栗四三共著 「ランニング」より 
（図３）玉名市歴史博物館こころピアより 
（図４）玉名市歴史博物館こころピアより 
（図５）玉名市歴史博物館こころピアより 
 
（引用・参考文献） 
（１） 明石和衛・金栗四三著 「ランニング」 
菊屋出版部 1921年 
（２） 佐山和夫著 「金栗四三 消えたオリンピッ 
    ク走者」 潮出版社 2017年 
（３） 長谷川孝道著 「走れ二十五万キロ 『マラ 
ソンの父』金栗四三伝」 熊本日日新聞社 
2018年 
（４） 近藤隆夫著 「伝説のオリンピックランナー 
“いだてん”金栗四三」 汐文社 2018年 
（５） 近藤隆夫他著 「金栗四三の生涯」洋泉社 
2018年 
 
    
     
 
